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　ルカによる໛إ書1ડ26～38୯はクリスマスの

時期に教会学校や主日の礼拝でよく読まれるؿ所

である。救い主、イエス・キリストの౪生がထ告

され（31୯）、イエス・キリストがどのようなお

方かが明らかになる（32,33୯）。そして࡫თい

ながらも神様の言葉を信頼するマリアの信仰（34

～38୯）がাされ、キリストの౪生へと物語は

ૺむ。イエス・キリストの౪生、キリストの使命、

神の言葉に応答する信仰者。このؿ所においては

こうしたクリスマスの本質を知るのにࢡڮのテキ

ストだといえるだろう。
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　しかしながら、このテキストにはいくつかの難

しさがある。一つは、天使ガブリエルの存在であ

る。この天使をどのように考えるのか。小さい子

どもならば、そのまま受け入れてくれるだろうが、

年を重ねるごとに天使という存在そのものに٥݃

的になってくるだろう。もしくは、テレビやΊー

ムによって描かれている聖書とは似ても似つかな

い天使をイιージする生徒もいるかもしれない。

また、ੜ੫ࣛ౪という಼自然的な出来事について

も、子どもにどのように話せば良いのか、難しい

問題である。ੜ੫ࣛ౪はキリストのご性質である

ྫऻ性、神であり人である二性一人格といった教

理を考える時に非常に重要な教えである。しかし

ながら、ことがらそれ自体は容易に説明ができる

ものではない。天使にしても、ੜ੫ࣛ౪にしても

こうした問いに理想的な答はないだろう。しかし、

ひとつ考えられるのは、理ߠによって天使の存在

やੜ੫ࣛ౪を信じるように説得するのではなく聖

書に記されている事実を、ౠ々と確信をもって語

ることではないだろうか。天使にしてもੜ੫ࣛ౪

にしても常識的にいえば信じることはࣾ難であ

る。これらのことを子どもたちが受け入れるとす

ればそれは聖Ⴀなる神の働きである。聖Ⴀの働き

に期待し、委ねる。そのためにも御言葉に集中し

て子どもたちの反応を必要以上に気にすることは

๰けたい。教師の皆様方が確信をもって語る姿を

もって証しとしていただきたい。

ḩᜓᝢ

（1）エリ΍ベトとマリア

　ルカ1:26～38୯は前の段落（1:5～25）とྟ接

な関係がある。1:5～25の段落においては不ළの

੫であったエリΎベトに後の洗礼者ヨハネとなる

男の子の౪生がထ告される。その出来事を受けて、

主イエスの౪生のထ告がマリアに告げられる。エ

リ΍ベトは高齢での出ॲであり（1:18）、マリア

は男性を知らずしての出ॲである（34୯）。エリ

΍ベトの出ॲは非常にࣾ難なものであるし、マリ

アの出ॲに至っては生理的には不可能なものであ

る。しかし、このၰ者にいと高き方の力（35୯）

が及んだ。今回の説教は前段落とႲ続していない

ので、エリ΍ベトの話をする必要はないかもしれ

ない。しかし、エリ΍ベトの身に起こった出来事

も踏まえた上で、いと高き方の力について思い੘

らしたい。

（2）天使ガブリエルの訪問

　ཙ頭の「჋か月目に」という言葉とガブリエル

の登場は前述のようにイエス・キリストの౪生と

先行する物語を結びつける。ヨハネ౪生のထ告か

ら6か月目にガブリエルはナΎレに遣わされたの

である。ガブリエルは老੫エリ΍ベトとは異なり

おとめであるマリアのところに遣わされる。マリ

アはダビデ家に௺するヨセフとँ約していた。当

時のユダヤでは、ँ約とは同居はしていないが実

質、夫ິであった。ヨセフがダビデ家の出身であ

ることはヨセフの子どももダビデؐ家系に௺する

ことを意味している。

	 12月14日	 マリアへの告知	 聖書黙想

	 テキスト	 	 ルカによる໛إ書	1ડ26～38୯

	 参照教理問答	 子どもカテキズム	問22

	 	 	 ウェストミンスター小教理問答	問22



─ �� ─

（3）天使のՕग़と࡫თうマリア

　マリアのもとに遣わされた天使は「おめでとう、

恵まれた方」と語る。後続する「主があなたと共

におられる」を強調している。この2つの言葉は

マリアが特別に஖ばれた人物であるという点を強

調している。マリアは、天使そのものに࡫თった

ということよりもむしろ、その言葉の意味につい

て࡫თった。当時、男性が੫性に対して「主があ

なたと共におられる」とあいさつすることはな

かったからである。

（4）イエス・キリスト౪生の告知

თうマリアに対して、天使は「恐れることは࡫　

ない」（30୯）と語る。そして、マリアに対するιッ

セージを語る。このιッセージは4つに分けるこ

とができる。ӱ彼੫はイエスという名の௳子を得

る（31୯）。イエスとは、ΰブライ語ヨシュアが

ギリシャ語化したもので、「神は救い」という意味。

Ӳその子は神の子である（32୯、いと高き子と

は天地創௮の神のこと）。ӳ彼はダビデのؐպを

受け継ぐ（32，33୯。この点については後述）。

Ӵその子の౪生は聖Ⴀが彼੫の上にࣛることに

よってもたらされる。そして、いと高き方の力が

マリアにႉむ（35୯）。͠えに、このお方は聖な

る者、神の子とよばれる。このようにして、この

不可解なළૡが何よりも神の主ࡀによってなされ

ることをাし、おとめマリアのළૡと生まれてく

るイエス・キリストが神の子であることを強調す

る。このようにルカは非常に丁寧かつ૥重にマリ

アのළૡの意味とそれがもたらすものを丁寧に述

べる。これらのことが起こるしるしとして、不ළ

の੫エリ΍ベトへの言及がされている（36୯）。

それは「神にできないことはなにもない」（37୯）

ことの証明でもある。

（5）ダビデのؐ座

　イエス・キリストがこの地上に来てくださった

意味はなんであろうか。キリストの業の中心点は

十字架と復活である。しかしながら十字架と復活

については໛إ書がૺむにつれて明らかになって

いく奥義である。マタイ໛إ書のクリスマス物語

ではこのお方がऻからの救い主であることが告白

されているがルカ1ડではより積ޭ的にこのお方

がダビデのؐ座をೀくということがထ告されてい

る（32୯）。クリスマスということで、キリスト

のൢ来の意味を語ることはふさわしいことであ

る。そしてそれは「ダビデのؐ座を受け継ぐ者」

としてこの地上にきてくださったことを覚えた

い。

　「ダビデのؐ座」とは何か。これを知るために

はナタン預言と呼ばれる΍ムエル記下7:12～16

୯を知ることが重要である。ナタンはダビデؐに

ダビデؐの子ఃがダビデのؐ国とؐ座をとこしえ

にすると預言した。ؐは神様から民をহめること

を委ねられた者である。ؐの働きは神様のご支෻

を見える形で代行することにある。その中にはऻ

からの救いも含まれるし、さらに救ったものをき

よめていく働きも含まれる。こうしたؐとしての

働きを確固たるものにしたのがイエス・キリスト

である。現代の教会に集う一人一人もこうした主

イエスのؐ座にႲなるものである。

（6）マリアの信仰

　マリアが天使とのやりとりで、どこまでその意

味をࢅることができたのかは明らかではない。し

かし彼੫はその言葉に࡫თいながらも、「わたし

は主のはしためです。お言葉どおり、この身に成

りますように」（38୯）と天使に告げた。こうし

たマリアの信仰に思いをಂせたい。プロテスタン

ト教会においてはカトリック教会に対するアレル

ギーからか、マリアの信仰についてあまり積ޭ的

に語られないのかもしれないが、マリアの御言葉

への従順は深い。こうしたఠ度を心にၣめておく

ことは大切である。もちろん、こうしたマリアの

信仰もマリア個人の঩質もさることながら、聖Ⴀ

のপ物だと考えたい。

　マリアのように主の御前に頭をたれ、御言葉が

その通りになりますようにという信仰を子どもた

ちに共に分かち合いたい。それは、「恵まれた」

ことであり、主が共にいてくださるということで

ある。聖Ⴀに生かされるということは、まさに、

御言葉に従いながら、日々を生きることである。

	 （小ݠ山ဉ一）
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　もうすぐクリスマスです。ځはすっかりクリス

マスにむけてदられています。でも、クリスマス

はイエス様の御౪生をおਿいする日であるという

ことを、この礼拝を通して思い出したいと思いま

す。

　今日はイエス様のお母さんであるマリアが登場

してきます。マリアは神様を熱心に信じていまし

た。それでも特別な人ではありません。田舎にあ

るナΎレというځにすんでいる、ごくごくຽ通の

੫性でした。マリアにはヨセフというँ約者がい

ました。そんなマリアさんにとって驚くべき出来

事が起きたのです。それはある日、いつもと変わ

らない生活を௣っていたマリアさんのところに、

ガブリエルという天使が訪れたのです。天使とは、

神様の使いです。神様からのιッセージ、伝言を

運ぶ人のことです。ガブリエルは神様からの特別

なιッセージを預かってマリアのところに来たの

です。「マリア、おめでとう。あなたは神様から

ਿ໛されています」。天使はこのようにマリアに

告げました。さらに天使は続けます。あなたは「男

の子をॲみますよ」とマリアに対して語ったので

す。さらにマリアがॲむ男の子はただの男の子で

はありません。それは旧約聖書の時代から人々が

楽しみに待っていた人物だというのです。当時の

人々は神様の代わりに人々を導いて、助けてくれ

る救い主の存在を心待ちにしていました。マリア

がॲむこどもはまさにこうした救い主だと天使は

いったのです。人々をऻから救い、人々をずっと

হめ、守ってくださる。こうしたؐ様が、マリア

を通してあたえられるのですよ。天使はこのよう

にマリアに告げたのです。

　マリアさんはこのιッセージを聞いて驚きまし

た。マリアはこどもをॲむထ定はなかったからで

す。マリアはヨセフとまだ一緒にすんでいなかっ

たのでこどもができるわけはありません。ですか

ら、マリアは天使にむかって「そんなことはあり

えませんよ」と告げたのです。

　ところが、天使はさらにマリアに話しかけます。

マリアは驚きました。なぜならば、マリアが子ど

もをॲむということは人間の常識をこえたあり得

ない方法によるのです。それは聖Ⴀなる神様の力

だと天使はいいました。神様の不思議な力につつ

まれて、マリアは子どもをॲむのです。マリアは

確かに子どもをॲむのです。しかしそれはヨセフ

との間にできる子どもではなくて、神様の力に

よって౪生する特別な子どもです。その子どもは

特別に聖められていて、ऻのない仕方でお生まれ

になるのです。このお方こそ、イエス・キリスト

ȐԨЫɁɀɜȗȑ

　クリスマスを前にして、イエス・キリストの母であるマリアに告げられた告知とマリアの信仰に目を

向けたい。ガブリエルから与えられたιッセージの中身を深く探れば、イエス・キリストがこの地上に

来てくださったことの意味を深く探るクリスマスιッセージとなる。それと共に、マリアの信仰に目を

向けるならば、神の御言葉にݹࡊに信頼する信仰者としての決心を௯すことになる。このどちらかに特

化することも可能であるし、特にクリスマスのιッセージなので前者にઙ点を当てても良い。しかしな

がらこのၰ方がマリアの身におこっていることなので、このၰ方について考える時としたい。イエス・

キリストがこの地上に来てくださったということを知ることは御言葉を信頼するということにつなが

る。

イエスさま誕生の予告

	 12月14日	 マリアへの告知	 説教展開例

	 テキスト	 	 ルカによる໛إ書	1ડ26～38୯

	 子どもカテキズム	 問22
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です。

　クリスマスはイエスさまの౪生をおਿいすると

きですね。そして今、イエス様のお౪生が天使に

よってထ告されたことを学びました。ところでみ

なさんイエス様の名前の意味を知っていますか。

イエス様のイエスってね、「主は救い」という意

味なんです。主なる神様は私たちを救ってくださ

るということなんです。まさに、イエスさまに͎っ

たりな名前だと思いませんか。イエス様は私たち

をऻから救ってくださり、そしてؐ様として導い

てくださるお方です。そのイエス様の御౪生は最

初から最後まで、神様の力で守られていたんです

よ。

　イエスさまをॲむことになると告げられたマリ

アは࡫თいながらも、天使の言葉を神様の言葉と

して受け入れました。「神様の言葉どおりになり

ますように。私の身に何が起こっても、神様のこ

とを信頼します」マリアはこのようにいったんで

す。

　マリアは神様の御言葉を心の底から信じまし

た。そして、信頼しました。そのようなマリアを

神様は最後までお守りくださり、マリアはྫ事に

男の子をॲみました。それが、イエス・キリスト

ですね。

　なんで神様がマリアを஖んだのか、わかりませ

ん。でも、一つ確かなことはマリアは神様の言葉

を信頼する人でした。このようなマリアを神様は

ਿ໛してくださったのです。今を生きる私たちは、

マリアのように救い主をॲむことはできません。

しかし、マリアのように御言葉を信じることはで

きます。これはいつの時代にも変わらないਿ໛で

す。このਿ໛を՜りしめて、クリスマスまで歩み

ましょう。	 （小ݠ山ဉ一）	

	Ȭ今週の暗唱聖߉ȭ	 ルカによる໛إ書	1ડ38୯

マリアは言った。「わたしは主のはしためです。お言葉どおり、この身に成りますように。」

そこで、天使はݲって行った。
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	 12月14日	 マリアへの告知	 小学ش上級

Ȅɀɜȗȅ

　今週、来週はイエスキリストの౪生を、ルカ独

自の聖書記事（マリアへの受థ告知、ဧবいの登

場）によって学ぶ。貧しい者が高められ、大きな

役割を与えられることは、ルカの救いの神学の中

心でもある。ِ々は現代の頭でみ言葉に触れてい

る。人ࡀも生まれながら当然のごとく与えられて

いて、それ以外の状況を知らない。当時の時代背

景を説明されてもなかなか理解できないのであ

る。少しずつでも聖書の時代を学んで、より深く

聖書を読むことができるようにしていきたい。特

に今週は受థ告知をされるマリアを中心に、Ύカ

リアと比ڛをしながらマリアの信仰に注目しつつ

考ख़したい。

～天使からそれ̸れ告知されたマリアとΎカリア

について～

　子供たちと対話形式で話をૺ行させていきた

い。

1. マリアとΎカリアၰ者の当時の身分の違い

　ɖマリアɁ「一介の田舎の小ྲ」（ु原ࢫ夫、

1972聖書講解ルカの໛إ書 Q30）

　　　ྫ学、社会立場も当然低い。

　ɖΎカリアɁऱং（聖૖者）

　　　当時、ऱংはユダヤの指導的階級。ؐ家は

෱れていた。ʋマタイ1:18～25参照、ダビ

デの子ఃが田舎のナΎレで大工であった。

　この様にၰ者の間にはこの世的には、大きな隔

たりがあったのである。

　　

2. 天使から告知を受けた内容はそれ̸れどんな

ことであったか？	またၰ者はどう対応した

か？

　天使の告知

　ɖマリアɁ1:26～33

　ɖΎカリアɁ1:13～17

　　

　ၰ者の対応と結果

　ɖマリアɁ1:34、1:38

　　　理解ができないので、聞き返したが、素直

に信じ身をࡃげた。

　ɖΎカリアɁ1:18

　　　しるしを求めた。口が聞けなくなる。

ʋこのၰ者の違いはどこにあったのかを、子供た

ちと考えたい。

（例えば）

　ӱどうして、立派なऱংで当時のユダヤ人の指

導的階級であったΎカリアより、マリアのほ

うが天使の言葉を素直に受け入れたのか？

　Ӳ初代教会の人たちはどういう気持ちで読んだ

のだろうか？

　ӳ信仰ってなんだろうか？（ΰブライ11:1）

　等々。
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対話の手ڥかりとして……

ӱイエス・キリストの母となったマリアは、聖書

の登場人物の中でも、特別な存在として、カト

リックなどでは、礼拝の対象にもなっています。

プロテスタントでは、そのようなことはいたし

ません。しかし、マリアの信仰の姿に༩うこと

はできるでしょう。そして、マリアだけが特別

美しい存在だというのではなくて、私たちもま

たマリアのような美しい信仰に生きることへと

招かれているのではないでしょうか。

Ӳ大人ではなく、「少੫」と言った方が相応しい

マリアに、天使が告げたことは、驚くべき内容

でした。࡫თいと恐れ、そして不安が彼੫の心

に一気にਥいかかります。決して、自分は神の

子を਽すような立派な人間ではありません。ま

だ結ँしていないにもかかわらず、୤ちゃんを

身ごもるというあってはならないことが、自分

の身に起こっているというのです。当時のᒙに

したがえば、このことは死に値しました。そん

なマリアを支えたのは、ただ神様の言葉だけで

した。他には何もないないのです。「わたしは

主のはしためです。お言葉どおり、この身にな

りますように」（ルカ1:38）。ここにマリアの

美しさの一つがあるのではないでしょうか。私

たちが頼るべきもの、それは神様の言葉だけで

す。マリアは学識高い聖書学者でもありません。

周りから尊敬されるような立派さに生きていた

わけでもないでしょう。ཅかな़ॲも高い地պ

も彼੫にはྫ׻でした。しかし、そうであるが

͠えに、神様の言葉に自分を委ねたのです。

ӳ神様の言葉が、自分の中に実現していくことの

中に、私の幸いがあると信じていたマリアは、

「わたしは主のはしためです」と告白していま

す。「はしため」というのは、「੫ി႞」という

意味です。ി႞が主人に仕えるように、私も主

にお仕えしていきますと信仰を言い表わしてい

ます。自分が主人になるのではなく、ി႞（し

もべ）として主に仕えていく姿に、人間の本当

の美しさがあるのです。また、46୯以下には、

「マリアのॷظ」と呼ばれるظが記されていま

す。マリアは、「わたしの魂は主をあがめ……」

とظい始めます。「あがめる」という言葉は、

ラテン語で「マグΣΪィカート」、日本語で「大

きくする」という意味です。自分を大きくする

のではなく、神様を大きくしていくのです。た

とえ、ちっ͗けな私であっても、神様の名があ

がめられるとき、神様のႫれみが注がれている

こと、それほどに神様の目に尊い存在であるこ

とを知ることができるのです。

Ӵ「しかし、マリアはこれらの出来事をすべて心

にොめて、思い੘らせていた。」（ルカ2:19）

ဧবいたちは、自分たちの身に起こったことを

幼子イエスの周りにいた人たちに話します。他

の人たちは、いったい何のことかさっぱりわか

りません。しかしその中で、マリアだけが、ク

リスマスの出来事を心にොめて、思い੘らせて

いたのです。受థ告知から始まり、ベツレΰム

までの長い道のり、そして最後には家಄小屋で

イエス様をॲむことになります。恐れ、不安、

๦れ、悲しみ、痛みなど、イエス様をॲむまで

に、本当に心ဝらぐ日々だったに違いありませ

ん。しかし、その中に、「主が共にいてくださる」

（ルカ1:28）ということが確かであることを知

りました。神様の言葉は必ず実現する。「神に

できないことは何一つない」（ルカ1:37）とい

うことを、マリアは経験しました。クリスマス

の時、私たちもそれ̸れに、主がしてくださっ

たことを、心にොめ、静かに思い੘らす時を過

ごしたいと思います。そこに生まれてくる御言

葉の実り期待しましょう（থ編1、イΎヤ

55:10～11）。
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